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行炭砿とも･含旦Ⅰりとのための機械化が強力に推進されて

いるが,･一一般的にいって主要坑道の運搬,通風,排水な

どの機械化ほ終り,これらを･一段と高能率化するため種

々の努力が払われている｡機械化の遮れているのほ末端

の切羽での採根闇儒である｡その機械化が体闇巨であるの

は作業場所がせまくなることと場所が日々移動変化する

ことのためである｡

切羽作業も,コールビック,コールドリルによる発

破,コールカッタの採用により約35%に相当する炭作り

とその払面 搬は漸次機械化された｡かつそれを一段と

促進させたものは,カッペ鉄柱およびダブルチエンコン

ベヤによるいわゆるカッべ採炭の碑立である｡またこれ

により機械化のもつとも困難とされた,切羽作業の約45

%にあたる切羽コンベヤヘの積込の機械化が真剣にとり

あげられた｡このためコールカッタを下込時チェーソを

逆転させての積込およびその専川機化などのほか数桂の

外国機が輸入位J-りされた｡その使用酢果から国内切羽状

況に適応Lたカッタローダの日i胡.が要望された｡

30年度鉱工

式会社よ 注受､nノ

技術試験補助金により北海道炭砿汽船株

作完成したL_l克120HPラーメンカッ

タローダほ前記要望にこたえる31年度の大なる成果で,

その機能も外国製品をしのぐ世界記録品であり鉱‥‖頚城

における日立の技術の 歩を示すものである｡

機械化を実施する場合は経済的に有利であることが前

掟とならねばならず,まず一弘面からの侶炭の増加をほ

かることが当然である｡そのため弘長を長くして切羽の

集約を行うか,払進行 ることが必要となって

くる｡したがって採川される機械も当然高鳥九 高速化

されてきた｡このため30年蛙ほ日立 80HP コールカッ

タを標準型とし′て製作したが,31年にはその装備馬力を

一段と飛躍させ100HPとするとともに,工酎及いを容易

にするために設計をまったく新たにして,油圧駆動装置

を採川した日立100HPコールカッタを新しく完成した｡

本機は120HPラーメンカッタローダの1球体をなすもの

でありコールカッタとしての記録製品である｡

払面からのⅢ脱がその機械化に応じ増大すると,当然

これにと

くる｡
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搬も高度の機相化が必要となって

は-【一般に尻車ときにはベルトコンベヤが

使用されているが,これを高能率化するため,屈曲化 耐

衝撃性,延長 縮の容易などの特長を存するカーブドコ

ンべヤに潮時おきかえられつつある｡これに即応する日

立カーブドコンベヤは30年度来の現場実動の貴重な経験

と工場試よ険結果により大きく改良されて標準製作に移さ

れた｡

第1岡

以上切羽を

を製作したが,

l_1立 て イ ン カ 一

口

約し並進行を速くするため托々の新機種

これら機械化の進 もダブルチェーンコ

ンべヤとカッペ採択の組合せによってその基礎が達成さ

れた統果である｡ためにダブルチェーンコンベヤの需要

ほほなはだしく増加するとともに,その長さも150m,

200mと延長された｡したがってその駆動原動機も40HP

Xl合より順次40HPx2台となり,40HPx3台駆動の

ものも製作した｡これにともないその主要部コンベヤチ

ェーンも強化され,標準22t安全荷 を一段と上まわる

27t安全荷重の強力コンベヤチェーンが完成された｡

他i頭金属鉱山に率いても炭砿と同様その機械化が推進

され,坑道掘進時の積込および採掘時の積込などに･一段

と力がそそがれた｡前者に避止くする積込機として日立マ

インカ一口ーダが 作されたが,本機は第1図に示すご

とく2本のデイツパチェーンで駆動されるもので,その

強力,頑丈市故のないことは定評のあるところである｡

これを一段と強力化高能率化したものが別記日立ベルト

カーローダで大きな加 に最適である｡採掘時の積込の

機械化ほ日立スクレーパホイストの遠力操作化により一

層高能率化されこれもまた高l二与力化の憤両こある｡

高能率機械化採炭用120HPラーメンカッタローダ

木簡ほ弘面コンベヤーラフ上で稼働し,まず先行する

ストレートジブで透戟を行い,後続するラーメンジブで

切城を行って石炭を炭層から完全に切離し,そのあとロ

ーダでコンベヤへ機械的に積み込む｡そのため発政やシ

ヨベルをほとんど必要とせず,採 における人力をいち

じるしく節減し,かつトラフ上を移動するので高能率の

機械化採炭を実胡しうる｡すでに北炭夕張鉱

る本機の試験に

所におけ

し,自然崩落およびローダによる積込

は,96%に達し,手積はわずか4%にすぎないことを

実証している｡しかもラーメンジブで平滑に切っている
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のでショベリソグもきわめ

て容易である｡第2図匿本

機を示す｡

本機は 内炭層条件に適

広させるため次の点に考慮

を払った｡

(1) カッタモータほ

120HP,ローダモータは30

HP

(2)送り速度は切叡用

および移動用高低2段と

し,かつ油圧駆動機構によ

る無段階連続変速方式であ

る｡

(3)｣二下ジブにはサド

ル型チェーンを,ラーメソ

ジブには独特構造のチェー

ンを採用しピック数を増加

した｡

[_J 立

第2岡

(4)ストレートジブおよびラーメンジブのサンビン

グは,油狂騒動で行われ,上■ドジブの同時あるいは個別

駆動が可能である｡ジブ,ドラムのロッキングおよびそ

の互鍵操作にも油圧を利Jl=ノた｡

(5)これら操作ほすべて運転台上で行われるよう

約したっ

強力, 高馬力,高速切裁用100HPコールカッタ

炭拐二合理化のため次第に切羽も長くなり,このためコ

ールカッタも強九 高.[馬力,高速切哉を要求される｡こ

れに最適のものとして新しく製作した能率的カッタで,

本機ほ前記120HPラーメンカッタローダの母体となつ

たもので,シングルジブ,タブルジブいずれにも使川で

きる｡その特長ほラーメソカッタローダとほぼ同様であ

る｡

最近のコールカッタ用電気品

最近長壁採炭方式の合理化を行うため,切羽を長くし

てコールカッタによる高速切載を試みられている｡その

ため従来の40～50HPでほ不足となり,80～120HPの

高馬力電動機を使用している｡コールカッタはせまい坑

内で使用ぎれるので全閉外扇塾とし,さらにB住または

H種絶縁を行って小型軽量化を計っている｡

電源開閉舘ほ電動機枠内i･こ自蔵して,運転者がハンド

ルによって直接開閉を行っていたが,出力の増大ととも

に押ボタンによって電磁開閉器を操作する遠方操作方式

になっている｡

電源電圧は 200Vから400～500V に昇圧し,キャ

ブタイヤケーブルを小さくして取扱いを容易にするとと

もに線電圧降下を極力小さくしている｡なお現在抽入変

国産最初の120HP ラーメソカッタロ･一一ダ

第3図 100HP コ ー ル カ ッ タ

圧器を便甘しているため切羽から相1はなれた場所に置

かれているが,乾式として(H種絶線)切羽近く変圧儲

を置いて線電圧順守を小さくするため,マインパワーセ

ンターなるものが次第に使用されてきた｡

標準化されたECC型カーブドコンベヤ

ー昨年試作完成以来の宍用試験と工場内における脊柱

試験の成績を基に下記の改良を行いこれを標準型として

製作している｡

(1)駆動部,リタン耶ともフレームを分解組立可能

型としたので坑lノづ持込が容易で,その組立は眠合部を基

としているので確実で堅牢である｡

(2) コンベヤパンは断面を変更して,ノペンの重なり

を大きくして運行時パンよりの蕗炭を防止するとともに

スプロケット上での回転時にもその開きを最小に止める

ようにした｡ローラ付パンはパン断面の強化を行って曲



鉱 山 用 機

第4図 カ コドブ ソベヤの駆動部

がることを防止した｡

(3) ローラはラビリンス,オイルシールおよびシー

ルド付の三重装置によりⅠ打巌防水を樅実にし,かつフラ

ンジをJ享く頑丈にした｡

(4) レールサポートほレール支持郡にリブを入れて

強化しH型構成の両脚が開くことを防止した｡

(5)パン取付n~Jのバネピンほ形状の一部と材質を変

更して強度を増し取付を容払にした.っ

以_上によF)パン脱縦のおそれほなくなり,保守点検が

容易となった｡

鉱車用連結器

口立 作所十嶋田二場(昭和31年10Jl以降日立金

株式会祉戸畑~†二場とたる)でほ兵卒の問鉱一掛川ボール入

車輪,テーパローラ入一利輪,普通申愉およぴセンタバッ

ファなどを製作しているが,この間幾多の改良を重ねて

今日の標準型となり,これがJISに採用されて,各方面

需要家の好評をえている｡31年霊においてほ鹿攻の多い
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第6図 日 立ベル型連結器

坑内で円滑に動作する自動 結器を,との要望にこたえ

堅坑択串ならびに一般産業率輔用としてフック式自動連

結器を完成した｡一一般に使用されている錠式自動連結器

と異なり,口己のフックを相手のループにかける構造で

あり,下記の特長を有する｡

(1)確実に連髄し,一度連結したら自然にはずれる

ことほない｡

(2)機構簡単で坑内水,盤妖などにより動作不確実

になることはない｡

(3)函休よりの突J_1_i少く,ケージの容追を最大限に

利用し得る｡

(4)すべての操作が片手一動作でできる｡

(5)曲率の′トさな軌道で使用できる｡

(6)抑引両用の 衝作用を有する｡

またJIS 型センタバッファと機構の異る固定リンク

型レーノべ式 した｡この 結器の特長は~~F記の

過りで矢際使川にあたってほ十分その優秀性が期待でき

る｡

(1)ピソを差すだけで連結でき,従来のごとくリン

クを相手顎内におさめる操作を必要としない｡

(2)連結ピソほ両函体内の中央にくるので,連結切

離操作が容易で危険が少い｡

(3)斜坑用として十分

な強度を有する｡

(4) 結頭部は屈曲自

第5図 フ ッ ク 式 自 動 連 結 器

在で7‡nRの水平,垂直カ

ーブを円滑に通過できる｡

また連結のまま脱線しても

損傷しない｡

(5)押引両用の緩衝作

用を有する｡




